











































































































① 匿名 No.1 Monthly Chronicle 840年0月
② 匿名 No.2 Boston Daily Advertiser and Patriot 840年月５日
③ モントゴメリー No.1 Boston Daily Advertiser and Patriot 84年１月６日
④ Justitia No.1 Boston Courier 84年２月6日
⑤ Justitia No.2 Boston Courier 84年２月4日
⑥ Justitia No.3 Boston Courier 84年３月２日
⑦ Justitia No.4 Boston Courier 84年３月９日
⑧ Justitia No.5 Boston Courier 84年３月日
⑨ Justitia No.6 Boston Courier 84年３月6日
⑩ B No.1 Boston Daily Advertiser and Patriot 84年３月6日
⑪ モントゴメリー No.2 Boston Courier 84年３月7日
⑫ 匿名 Boston Daily Advertiser and Patriot 84年３月9日
⑬ モントゴメリー No.3 Boston Courier 84年３月30日
⑭ Justitia No.7 Boston Courier 84年４月3日
⑮ Justitia No.8 Boston Daily Advertiser and Patriot 84年４月6日
⑯ B No.2 Boston Daily Advertiser and Patriot 84年４月7日
⑰ B No.3 Boston Daily Advertiser and Patriot 84年４月30日
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ス テ ィ テ ィ ー ア の 上 述 の 誤 り を 取 り 除 け ば
830.80ドル）が正しい。
4 ブート工場の紡錘数は9,48（この/は4,64）
で、バートレット工場のそれは7,000だから、ブー
ト工場の方が,376だけ少ない、が正しい。
5 ジュレミーによれば、,85.9ドルが正しい。
6 １日当たり4.4ドルの賃金は１年間30日の労働
に対して、総額,364ドルになるはず。
7 その差は、,488平方フィート（,868－9,380
＝,488）となるはず。
8 William Grierだと思われる。
9 7,000ドルから500ドルを引けば、6,500ドルにな
るはず。
0 40と6/00馬力となるはず。
 56と36/00馬力となるはず。
 Bはブート工場そのものではなく、ブート工場
とよく似た構造で、ほぼ同じ大きさの工場で必要
になる燃料費を算定して88トンとしている。
3 ,30.97ドルの間違い（8,86.67－6,630.70＝,30.97）。
4 １馬力で500のミュール用紡錘を動かすのであ
れば、0,500のミュール用紡錘は45馬力ではなく
馬力を必要とするはずである。
